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研究成果の概要（和文光本研究では，中高齢者の身体活動量を従来の方法（回帰法）と研究代

表者が開発した方法（FCS法）の比較を行った．成果は以下の通りである

成果ｌ：ＦＣＳ法は回帰法よりも身体活動量を高く評価する．この結果は，生体の動的特性をＦＣＳ

法が反映したものである

成果２：一方，両方法の健康状態の変化に対する関係性はほぼ同等で低い値であった．分析手
続きの複雑さを考慮すると回帰法の方が一般性に優れることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｗａｓｔｏｃｏｍｐareanewphysicalactivity

estimationmethodfeedbackcontrolsystem（FCS）methodwitharegressionmethod

Obtainedfindingswasasfollow，

Findingl：ＰｈｙｓｉｃａｌａｃｔｉｖｉｔｙｅｓｔｉｍａｔｅｄｂｙｔｈｅFCSequationwassignificantlyhigherthan
thatoftheregressionmethod

Finding2：Theassociationbetweenthechangeofhealthstatusandphysicalactiviｔｙｂｙ
ｔｈｅＦＣＳｍｅｔｈｏｄａｓｌｏｗａｓｔｈａｔoftheregressionmethodWhencomplexityofFCSprocedure

isconsideredtheregressionequationissuperiortotheFCSequationinutility.
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１．研究開始当初の背景

健康の維持増進のために，日常生活での身

体活動量を増加させることが重要である有

妥当性を満足する身体活動量の測定方

つに加速度センサ法があるしかしな

従来の加速度センサ法で用いる回帰方

用性，

法の‐

がら，

直接経費 間接経費 合計

20()７年度 LlOqOOO 1100.000

2008年度 Ｌ500,000 450.000 1,950,000

2009年度 600.000 １８００００ 7８００００

年度

年度

総計。 3,200000 630.000 3.830.000



③高橋信二，鈴木宏哉：身体活動量と体力お程式（回帰法）は生体の動的特性を考慮して
いないという欠点があった．

２．研究の目的
研究代表者は，平成１７～１８年度科学研究
費補助金採択課題｢フィードバック制御特性
に基づいた身体活動量の測定方法の開発」
（課題番号：17700523）において，生体の動
的特性を考慮した身体活動量の測定方法
（feedbackcontrolsystem：ＦＣＳ法）を開発
し従来の回帰法よりもＦＣＳ法の方が測定精
度に優れることを検証した．しかしながら，
FCS法の測定精度は実験条件を設定した特殊
な環境においてのみ得られたものであった．
そこで，本研究では，総合型地域スポーツク
ラブと連携した健康教室を開催し，健康教室
における運動プログラム参加時を含めたⅡ

常生活環境におけるＦＣＳ法と回帰法と健康状
態の量反応関係を比較し，ＦＣＳ法の妥当性お
よび有用性を検証することを目的とした．
３研究の方法

中高齢者（４９歳から７１歳）２６名（男性６
名，女性２０名）の身体活動量（加速度セン

サデータ)，形態，体ﾉJ，血液成分（主に，
中性脂肪，ＨＤＬコレステロール血糖値）の
測定を複数回実施した．身体活動量は，回帰
法とＦＣＳ法により推定した．回帰法とＦＣＳ法
による身体活動量（Ex/週）と運動教室前後
における形態，体力，血液成分の変化の関連
性を検討した．

４．研究成果

成果１：ＦＣＳ法は加速度センサ法よりも身体

活動量を高く評価することが明らかとな

った．

成果２：一方，両方法の関係性は非常に高く，

また，健康状態の変化に対する関係性はほぼ
同等で低い値であった．分析手続きの複雑さ
を考慮すると加速度センサ法の方が一般性
に優れることが示唆された．
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